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明
治
三
十
一
年
二
八
九
八
）
、
勅
令
に
よ
っ
て
全
国
の
公
立

学
校
に
学
校
医
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
初
年
か

ら
西
洋
医
学
を
基
盤
と
す
る
衛
生
思
想
が
浸
透
し
は
じ
め
、
心

身
と
も
に
健
全
な
国
民
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
国

家
的
事
業
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
子
ど
も
の
生
活

環
境
を
改
善
し
、
学
校
施
設
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
。

江
戸
時
代
に
は
健
康
と
長
寿
を
願
っ
て
「
養
生
」
が
説
か
れ

て
い
た
。
養
生
は
儒
教
精
神
に
基
づ
き
生
を
享
け
た
親
へ
の

「
孝
」
を
第
一
義
と
す
る
。
内
欲
を
抑
え
外
邪
か
ら
身
を
守
る
方

法
は
、
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
感
染
な
ど
に
は
ま
っ

た
く
対
抗
で
き
な
か
っ
た
。

明
治
に
な
っ
て
新
た
に
衛
生
論
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

養
生
と
は
違
っ
た
方
法
で
病
気
の
予
防
が
可
能
に
な
る
。
ま
さ

に
寺
子
屋
か
ら
学
校
へ
変
革
す
る
の
と
歩
を
合
わ
せ
、
養
生
か

4

黎
明
期
の
京
都
市
学
校
医
会八

木
聖
弥

京
都
府
立
医
科
大
学

ら
衛
生
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
学
校
医
は
こ
う
し
た
な
か

で
誕
生
し
た
。
と
か
く
知
育
偏
重
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
学
校
教

育
に
お
い
て
、
学
校
医
は
健
康
の
概
念
を
徹
底
さ
せ
る
役
割
を

担
う
の
で
あ
る
。
集
団
で
の
教
育
に
は
、
新
た
な
指
導
法
の
樹

立
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

京
都
市
に
お
い
て
も
、
学
校
医
は
早
く
か
ら
衛
生
教
育
に
尽

力
す
る
が
、
個
別
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
医
会
を
結
成

し
て
学
校
医
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
特
に
大
正
～
昭
和
初
期
に
は
、
今
日
の

活
動
の
起
点
と
も
い
う
べ
き
骨
格
が
形
成
さ
れ
る
。
当
時
の
学

校
医
会
の
活
動
は
『
京
都
医
事
衛
生
誌
」
な
ど
の
雑
誌
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
次
の
よ
う
な
案
件
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

（
二
身
体
検
査
の
実
施
項
目

（
二
）
ト
ラ
ホ
ー
ム
対
策

（
三
）
校
庭
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化

（
四
）
教
室
の
掃
除

（
五
）
林
間
・
海
浜
学
校
の
実
施

（
六
）
机
・
腰
掛
の
標
準
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こ
れ
ら
の
活
動
に
主
体
的
に
参
画
し
た
の
は
、
遠
藤
大
太
郎

と
豊
田
順
爾
で
あ
っ
た
。

遠
藤
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
鳥
取
県
に
生
ま
れ
、
小
学

校
教
員
を
経
て
医
学
校
を
卒
業
し
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八

八
八
）
に
は
京
都
の
下
京
第
二
十
四
尋
常
小
学
校
で
学
校
衛
生

に
参
画
し
た
。
全
国
の
学
校
医
設
置
に
先
立
つ
こ
と
十
年
。
同

二
十
三
年
二
八
九
八
）
に
は
京
都
医
会
（
医
師
会
の
前
身
）

発
足
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
三
十
一
年
に
尚
徳
校
の
校
医
を

嘱
託
さ
れ
、
下
京
区
学
校
医
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ

っ
た
。
い
わ
ば
京
都
市
学
校
医
会
の
草
分
け
で
あ
る
。

上
記
（
一
）
～
（
五
）
の
問
題
は
、
す
べ
て
遠
藤
が
主
唱
し

た
の
で
あ
り
、
大
正
二
年
二
九
一
三
）
に
は
文
部
省
か
ら
学

校
衛
生
の
功
績
に
対
し
て
選
奨
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
は
京
都
市

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
と
の
連
携
を
目
指
し
、
学
校
衛
生
の
普

及
に
尽
力
し
た
。
彼
の
考
え
は
同
七
年
二
九
一
八
）
の
「
学

校
衛
生
十
五
要
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
以
後
学
校
医
の
指
標
と
な

っ
た
。
ま
さ
に
京
都
の
学
校
衛
生
は
、
彼
に
よ
っ
て
基
礎
が
築

か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

豊
田
は
明
治
十
九
年

二
八
八
六
）
群
馬
県
に
生
れ
た
。
大

正
七
年
か
ら
室
町
校
の
校
医
に
な
り
、
昭
和
二
年
二
九
二
七
）

に
は
「
座
高
三
角
法
の
研
究
」
で
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
近

視
や
脊
柱
誉
曲
は
学
校
で
の
姿
勢
の
悪
さ
に
あ
る
と
考
え
、
適

切
な
机
・
腰
掛
が
衛
生
へ
の
第
一
歩
と
み
な
し
た
。
一
方
で
い

わ
ゆ
る
虚
弱
児
童
の
養
護
に
も
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
学
校
医

は
学
校
と
家
庭
と
の
連
絡
者
で
あ
る
べ
き
と
の
論
を
展
開
し
、

同
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
「
学
校
医
の
職
務
活
動
」
を

著
し
て
い
る
。

両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
単
に
合
理
的
な
衛
生
論
だ
け
で
は

な
く
、
養
生
論
（
道
徳
）
を
も
取
り
入
れ
た
形
で
活
動
を
行
っ

た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
前
時
代
の
残
影
と
い
う
よ
り
も
、
両
論

あ
い
ま
っ
て
健
全
な
心
身
が
育
成
さ
れ
る
と
の
考
え
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
軍
国
主
義
と
は
一
線
を
画
し
た
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。


